
　開催日:平成２８年３月９日(水）

通告
順

質　問　者 件　　　　　名 要    　　　　　　　  旨

① 町長
公契約条例制定で適正な公
共サービス確保を

公共工事や委託事業は、地域での最大の経済活動となるケースが多く見られる。
労働条件の確立、公務・公共サービスの適正な運用が安全・安心な街づくりに必
要と考えるが。

② 町長 国民健康保険税の引き下げを
２０１５年度に１７００億円の保険者支援が実施され、厚労省は被保険者の保険料
負担の軽減や伸びの抑制が可能と資料に示している。本町での補助はいくらか。
また、保険税の軽減はどのようにするのか。

１．現在の本町における新規就農希望者へのマニュアルは。

２．現状の問題点と課題は。

３．その解決に向けた対応策および支援策は。

① 町長
大型タンク式消防車の廃棄に
伴う今後の対応について

大型タンク式消防車両の廃棄による今後の１分団車両編成と現有１分団車両の更
新予定は。

② 町長
トラクターリモートセンシングの
GPSタワーRTK基準局の設置
について

近代農業の確立に伴い、GPS機能の高度利用に必要な基地局のタワー設置を望
む。

③ 町長
ＪＡのＡコープ事業と共同展開
による買い物の場所の推進の
進捗状況について

平成２７年第１回定例会の一般質問における答弁後の進捗状況を問う。

・子育てサロンの場を地域交流サロンとしてすべての住民に開放を。

・こども園も加えたコミュニティスクールの考えは。

・農産物直売所の運営組織をNPO法人に委ね、法人は直売所売り上げや助成金
で地域住民の生活支援を行うのは。

・行政は協議会の立ち上げ、人材の育成に関わっていくのは。

①

道の駅を集落地域の「小さな
拠点」づくりとの合わせ技を

町長
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認定こども園に地域交流サロ
ンを
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②

町長
新規就農者の誘致事業の実
態と今後
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